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64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：30）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

63
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：32,33）

61

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

70

62
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：51）

1. ほぼ全ての利用者が

69

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが

60
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：40）

1. ほぼ全ての利用者が

67
3. 利用者の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

1. ほぼ全ての利用者が

68

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない

59
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：20,40）

1. 毎日ある

66

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,22）

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない
1. ほぼ毎日のように

2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

58
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：25,26,27）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

65

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,21）

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～57で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印
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民謡教室やボランティアによる音楽セラピー、フラワーアレンジメント等、充実したレクリエーションの
他、花壇にお花を植えたり野菜作りも行っています。入居者様と一緒に水やりや収穫をしたり、天気の
良い日には、お庭で昼食やおやつ等、季節を感じながら皆様と一緒に楽しい時間を過ごしています。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

「ふれあいの家長住」は長住の住宅街の中の県道沿いにあり、よく手入れのされた花壇と庭が特徴的
な、こじんまりとした2階建て1ユニット型のグループホームである。入居者のやりたいことを大事にし、
歌の好きな方も多いということで、民謡教室の先生に来てもらったり、音楽セラピーの講師に来ても
らったりと毎週入居者の楽しみになっている。施設前の花壇も、季節の花々を植え替えて綺麗に咲い
ており、昔のバス停を模したオブジェと、ベンチによって気軽に日光浴も出来る憩いの場所ともなって
いる。法人は「ふれあい会」の名称で福岡県内に複数個所の施設を運営しており、系列の事業所同士
での合同レク、陶芸教室、合同研修によって、お互いに協力して一体的なケアを目指している。

基本情報リンク先

福岡市南区長住1丁目７－８　　　電話（０９２）554-2610所在地

ふれあいの家　長住

株式会社アール・ツーエス

http://www.kaigokensaku.jp/40/index.php?action_kouhyou_pref_search_keyword_search=true


H27自己・外部評価表（ふれあい長住）

自己評価および外部評価結果

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含め
て身体拘束をしないケアに取り組んでいる

グループ全体で、身体拘束廃止委員会を設
置し、3か月に一度拘束しないケアについて
の討議をしています。各施設でもミーティン
グ等で入居者のケアの方法についての見
直しを行っています。マニュアルにも身体拘
束ゼロへの取りくみを記載して、全スタッフ
に対しても周知させています。

施設内は自由に行き来が可能で、玄関施錠もなく、
日中は自由に出入りできる。以前、離設があった
が、それ以降はセンサーの設置、見守り強化など
で対応している。身体拘束ゼロ宣言も掲げ、内部
研修、委員会活動も行い、拘束事例もない。スピー
チロックやの周知や、不穏時にも無理に引き止め
ず、拘束事例もなかった。

２ヶ月に一度運営推進会議を開催し、サー
ビスの実施や入居者様の状況を参加した皆
様に伝達しています。又会議の最後に皆様
から事業所への助言や要望をお伺いし、
サービスの向上に生かしています。

自治会長、民生委員、公民館長、入居者が参加さ
れ、家族は全員に声掛けして1，2名が来られてい
る。行事報告のほか、参加者からの助言や地域情
報などもいただいている。セラピーとの同日開催
や、防災訓練のあとに開催することもある。議事録
は玄関に閲覧用のものを設置しており、ふれあい
便りでも案内をしている。

近隣にある他事業所との相互参加などで、さらに
発展的な会議がなされることにも期待したい。

市に依頼して事務所を見に来て頂き、アド
バイスの他、介護保険関係で判らない事が
あれば運営推進会議で相談する予定でした
が、当日欠席の連絡が多かったです。利用
者の介護保険更新申請の手続きや生活保
護受給者に関する介護計画書の提出やそ
の他の記録等に関する相談は行っている。

運営推進会議の案内も毎回しており、昨年は一度
参加もあった。生活保護の方の受け入れもあり、担
当ワーカーの面会や、プラン報告も部署まで訪問し
て行っている。質問がある際は電話やFAXで行い、
介護申請時も窓口訪問している。季刊発行の「ふ
れあい便り」も毎号郵送して案内している。

地域の行事への参加の他、保育園の訪問
や中学生の体験学習、民謡教室、言葉音楽
セラピー、バプテスト教会の訪問を受け入
れています。

町内会に加入しており、小学校の文化祭、運動会、
夏祭りなども毎年定期的に入居者と一緒に参加し
ている。保育園からの慰問や、中学校の職場体験
の受け入れも長く行っており、教会からのボラン
ティアも来られている。行事案内は民生委員や回
覧板から仕入れており、事業所の夏祭りには地域
の方も招いて開催している。

地域の方がさらに達よしやすくなるような取り組
みとして、ふれあい喫茶など開放的な取り組みが
なされていくことにも期待したい。

地域運営推進会議等で施設の活動を報告
し認知症についての資料を提供していま
す。又、自治会への参加を通じて、地域の
人々に向けて事業所の存在や高齢者介護
の助言等をして、活かしています。

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

事務所内に掲示し、出社してから業務に入
る前に必ず確認します。また個人目標にも
実践結果の振り返りを行い、より良いサービ
スが提供出来るように実践しています。

法人全体の理念と事業所独自の理念があり、「信
頼」をキーワードに、入居者、家族、地域との関係
を掲げている。2年前に、現在の管理者が赴任して
から今までの物を作り替えた。目標と理念を一緒に
掲示し、出社時に見直し、毎月の個人目標の振り
返りも行っている。今年度は「温和」を目標に掲げ、
理念は新入職時にも伝達している。

1 (株)アール・ツーエス　



H27自己・外部評価表（ふれあい長住）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 （6） ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約また改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 （7） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （8） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 （9） ○人権の尊重
法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用に
あたっては性別や年齢等を理由に採用対象から
排除しないようにしている。また事業所で働く職員
についても、その能力を発揮して生き生きとして勤
務し、社会参加や自己実現の権利が十分に保証
されるよう配慮している

年に2回スタッフとの面談を行い、個人目標
を一緒に考えて決めて、やりがいや向上心
を持って働ける様に環境整備に努めていま
す。個々のスタッフの評価は、人事考課にて
実績や努力を踏まえて査定しています。

職員の募集・採用にあたっては、年齢や性
別等を理由に採用対象からはずすことはあ
りません。又、苑で働く職員がそれぞれの得
意分野で能力を発揮していけるようにしてい
る。スキル向上の為、他の職場も見てみた
いという職員の希望が有れば系列のグルー
プホーム内での異動や研修も可能にしてい
る。

男女のバランスよく配置され、年代も20～70歳代ま
でと幅広い。今年から障碍者雇用にも取り組み、使
用期間が終わって本採用になった。無資格者でも
入社後に資格取得支援を行い、能力発揮の機会と
して陶芸や飾りつけ、調理などに役立てている。外
部研修の案内もあり、休憩時間、場所の確保もさ
れている。

利用者についてはスタッフ全員が意見や不
満があった時にはしっかり話を聞き記録に
残しています。家族については玄関先に意
見箱を設けて面会時に利用できるようにし
ています。また、年に1度アンケートを実施
し、意見を聞かせて頂いています。出された
意見や要望はミーティングで話し合い改善
に努めています。

面会の機会は多く、家族から面会時に意見を聞い
ている。全家族が少なくとも3，4か月に1回は訪れ
ており、毎月担当者から「ふれあい通信」による個
別報告も行っている。庭の手入れに関して意見を
頂き、取り組みにつながった。法人本部から毎年定
期的に家族アンケートも行っており、意見集計、結
果報告も全体に対して行っている。懇談会も毎年
行い、家族も好意的で満足度も高い。

苑の管理者として、月に１度のミーティン
グ、年に２回の個人面談を実施している。ま
た、本部職員とは、年1回の個人面談を実
施しており、提案やその他の意見等を聞い
てもらっている。

毎月のミーティングの日は出勤者も増やし、職員全
員参加で行っている。担当職員からの報告で、入
居者に関してのカンファレンスも行い、欠席者も事
前に伝達で意見提示している。提案から日頃の外
出機会を増やすように取り組みはじめ、日頃から管
理者にも話しやすい雰囲気で意見反映につなげて
いる。

内部研修等で勉強会を行っており、参加出
来なかったスタッフについては、ミーティング
の中で伝達研修を行っています。

現在、入居時からの成年後見制度の活用が1名い
る。内部研修を毎年行い、事業所内での伝達、共
有もしている。説明用の資料やパンフレットも準備
し、職員も一般的な制度理解を進めている。必要
時には本社とも相談して対応することも出来る。

入居契約書・重要事項説明書については契
約時に時間をかけて十分に説明していま
す。利用者や家族より質問を受け付けて、
不安点や疑問点があればその都度説明し
て、納得と理解を頂いています。

年に１度、ふれあい会内部研修の中で。高
齢者虐待について研修を行っています。そ
れぞれのスタッフが自分自身を振り返り。自
分の対応は相手である利用者にとってどの
ような影響を与えているのか考えます。
日々の業務の中でお互いに注意しあえるよ
うな体制にしています。

2 (株)アール・ツーエス　



H27自己・外部評価表（ふれあい長住）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

14 （10） ○人権教育・啓発活動
法人代表者及び管理者は、入居者に対する人権
を尊重するために、職員等に対する人権教育、啓
発活動に取り組んでいる

15 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

16 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
17 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

18 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

19 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

20 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

法人理念として「その人らしさ」を掲げ、利用
者一人一人のその方らしさを尊重するよう
に指導しています。又、ミーティングの中で、
利用者一人一人を尊重した対応はどのよう
なものであるか、個人個人を大切に尊重し、
希望を取り入れていくにはどうしたらいいか
等について常に話し合っている。

利用者と職員との共同生活を行う上で、何
事も助け合い、教えていただくことも多く、沢
山のことを学ばせていただきながら、喜怒哀
楽も当然共にしている。

電話等にて問い合わせを頂いた際、ある程度の本人の
状況や家族の負担等についての相談を受け、その後
来苑していただき、苑での生活状況を見て頂きます。そ
の際、本人の状況や家族が抱えている不安や負担、要
望について詳しくお話を聞かせて頂いている。その後、
本人にお会いする機会を設け、担当者やケアマネ
ジャーから本人の状況だけでなく、家族の状況も合わ
せて聞かせて頂いている。入居を進めていくにあたっ
て、家族の不安や要望を聞かせて頂きなから進めてい
くことで信頼関係を築くことができるよう努めている。

電話でのお問い合わせや見学時にご本人・
ご家族のお話をお聞きして、現在必要として
いる支援は何かを見極めて、グループホー
ムだけのサービスに固執せず、さまざまな
サービスの利用を考えて。提案をしていま
す。

城南区内の他施設と交流を深め、先方の行
事に参加しています。また、懇親会も開催し
ており、今後、勉強会への参加も行っていく
方向です。

入居前に、本人のご自宅や利用されている
事業所に伺い、家族や担当者等に本人の
様子を細かく聞かせて頂き、本人の状況を
把握した後、本人と直接お話しをさせて頂く
中で、悩みや希望をお聞きし、安心して新し
い生活を迎えて頂けるように努めている。

採用時より１年間（個人差あり）は、プリセプ
ターシップを導入しており、ふれあい会独自
の「介護サービスマニュアル」に沿って、新
人１名に対し、先輩職員１名を配置し、
チェックシートを活用しながら、指導行ってい
る。又、内部研修、外部研修の費用を法人
で負担する等、それぞれがこの環境を活用
していくことで、介護サービスの質の向上を
目指している。

入居者本人の主張を大事に見極めながら、目線を
合わせ、声のトーンも抑えながら寄り添った介護を
目指している。法人の内部研修で毎年テーマを決
めて学習しており、今年はダイバーシティに関して
を取り上げた。人権関連団体からDVDを借りて、研
修に活用することもある。

3 (株)アール・ツーエス　



H27自己・外部評価表（ふれあい長住）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

21 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

22 （11） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

23 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

24 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
25 （12） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

26 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

27 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

28 （13）
○チームでつくる介護計画とモニタリング

常にアセスメントシートを更新し、そこに記
載されていることを職員の共通認識とし、現
状把握に努めている。

利用者には、日ごろの会話の中で希望や要望を聞き反
映している。家族には、来苑時や電話で確認し、より良
い介護計画の作成に努めている。担当者が中心とな
り、本人様との関わりの中で課題やケアのあり方につ
いて考えています。他のスタッフも必要な情報は記録
し、担当に協力しています。ミーティングでスタッフ全員
と意見交換を行い、原案を作成し、サービス担当者会
議で本人様やご家族等と話し合い、介護計画を作成し
ています。モニタリングは毎日関わったスタッフがチェッ
クを行い、月末に担当者が評価をして、計画作成担当
者が確認しています。

1対1で担当者を決めて、プランの素案作成、アセス
メント、モニタリング、家族への報告を担当してい
る。プランはカンファレンスで共有し、全員でも関
わっている。担当制にすることで家族との関係も深
まっている。モニタリングは毎月行い、プラン目標
の実施チェックも毎日取り組んでいる。プランの見
直しは3か月で、その際の担当者会議には他職種
からの意見照会も行っている。

担当者会議時には家族からも意見を聞いている
が、介護更新時の見直し時には参加も促してみ
てはどうだろうか。

利用者及び家族の生活に対する意向につ
いて、本人や家族の要望を聞き取り、介護
計画に盛り込んでいる。利用者主体の目標
をたて、目標を実現するためのサービス内
容を検討した介護計画を作成している。

入居者の要望から、歌や音楽セラピー、フラワーア
レンジメントを取り入れて行っている。アセスメント
は3か月で見直し、担当職員が中心になって行い、
職員全員でもカンファレンス時に回覧、確認もして
いる。法人独自のアセスメントシートがあり、入居時
には家族に直接記入もしてもらう。意思疎通の難し
い方には、本人のしたいこと、できることを読み取っ
て提案し、意向の把握に努めている。

利用者一人ひとりの心身状況や生活暦、習
慣、認知症の経過等の情報を出来るだけ多
く収集し、アセスメントシートに記載し、職員
全員で情報の把握に努めている。

一人一人の生活歴を大事にして、出来るだ
け昔からの生活習慣を変えずに生活できる
ように、地域の馴染みの店や場所などに行
ける機会を作っています。友人や知人の面
会もありましたが、認知も進んできたことも
あり、減ってきているのも部分もあります。

近場からの入居者も多く、行き慣れた散髪店に
行ったり、お菓子屋でコーヒーを飲んだりと気軽に
訪れている。遠方への要望には家族の支援を受
け、一時帰宅、外泊する方もおり、外泊時には情報
提供して家族への支援も行っている。家族以外に
も友人知人や、婦人会でのつながりから来訪を受
ける方もいる。

歌が好きな方がいますので、リビングで楽し
く歌を唄ったり、会話をしたり等関わりが多く
見られます。自分から他者と関わりを持つ
のが苦手な方に対しては、孤立しない様に
スタッフが他者とレクレーション等を行い、交
流出来るように支援します。お互いに交流
がスムーズに行えるように、話の仲介をした
り、一緒に外出する機会を設けたり等してい
る。

退去により、サービスが終了しても。本人様
やご家族からの相談があった場合は対応で
きるように、信頼関係を持てるように努めて
います。

家族の協力も必要不可欠であり、本人・職
員と共に行事等を楽しんだり、本人の要望
をかなえる為に、職員・家族で協力し合うこ
とも有る。また、家族も居心地がよく苑内で
の一時を過ごされている。ケアプランについ
ても、御家族の意向をお聞きして、ケアプラ
ンの作成に役立てています。

4 (株)アール・ツーエス　



H27自己・外部評価表（ふれあい長住）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

28 (13) 本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

29 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

30 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

31 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

32 （14） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

33 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

34 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。あるい
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

事業所の協力医療機関の看護師に日々の
バイタルを介護日誌で報告しています。毎
週1回利用者の健康状態を確認して頂く為
に訪問して頂いています。緊急時は２４時間
体制で連携を取り、指示を受けています。

入院時は本人様の日常の生活状況や嗜
好・性格等の情報を医療機関に伝達してい
ます。入院中はスタッフが面会を行ったり、
電話連絡で医療機関から情報を得ていま
す。ご家族や医療機関からの情報を基にス
タッフ全員が状況を把握し、退院に向けて
の受け入れの準備をしています。

地区の中学校の福祉体験も受け入れており、年
に一回実施しています。幼稚園の訪問の他、バ
プテスト教会の訪問もあります。又ボランティア
の協力も呼び掛けており、毎週月・水曜日に民
謡と歌のボランティアの方が来苑されています。
地域のお地蔵様へのお参りを日頃から行なって
います。

契約時に本人様が利用されていたかかりつ
け医を今後も希望されるのか、本人様とご
家族に確認しています。もし受けない場合
は事業所の協力医療機関と契約して頂き、
月に2回訪問診療を行っています。緊急時も
対応が出来るように、24時間体制で医療機
関との連携を図っています。

元々のかかりつけ医も継続できるが契約時の説明
で同意を得られれば提携医に変えてもらっている。
他科受診は基本は家族に支援してもらい、必要時
には同行や通院介助もしている。訪問歯科による
口腔ケア、薬剤師による配薬もされている。家族へ
は「ふれあい通信」で毎月報告し、所内では医療用
の申し送りノートで情報共有している。

一人一人の生活の様子や実践したケアは
関わったスタッフが個人記録に記載してい
ます。その記録を見て、介護計画の見直し
に役立てています。

本人様やご家族の希望や状況に応じて、病
院や外出の付き添い等の必要な支援を行っ
ています。

利用者には、日ごろの会話の中で希望や要望を聞き反
映している。家族には、来苑時や電話で確認し、より良
い介護計画の作成に努めている。担当者が中心とな
り、本人様との関わりの中で課題やケアのあり方につ
いて考えています。他のスタッフも必要な情報は記録
し、担当に協力しています。ミーティングでスタッフ全員
と意見交換を行い、原案を作成し、サービス担当者会
議で本人様やご家族等と話し合い、介護計画を作成し
ています。モニタリングは毎日関わったスタッフがチェッ
クを行い、月末に担当者が評価をして、計画作成担当
者が確認しています。

1対1で担当者を決めて、プランの素案作成、アセス
メント、モニタリング、家族への報告を担当してい
る。プランはカンファレンスで共有し、全員でも関
わっている。担当制にすることで家族との関係も深
まっている。モニタリングは毎月行い、プラン目標
の実施チェックも毎日取り組んでいる。プランの見
直しは3か月で、その際の担当者会議には他職種
からの意見照会も行っている。

担当者会議時には家族からも意見を聞いている
が、介護更新時の見直し時には参加も促してみ
てはどうだろうか。

5 (株)アール・ツーエス　



H27自己・外部評価表（ふれあい長住）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

35 （15） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

36 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

37 （16） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
38 （17） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

39 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

40 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

41 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

衣類の選択は出来るだけ、本人様の好みで
決めて頂きますが、自分で選ぶのが難しい
方はスタッフが本人様の好みを把握して、
衣類の準備しています。理美容はご家族・
本人様の意向により、訪問理美容を利用し
ていますが馴染みの散髪店を利用している
入居者様もいます。

洋服の選択や行きたい場所・食べたい物・
買い物等をスタッフがサポートしながら、出
来るだけ決めて頂いています。

日中の過ごし方もリビングで過ごされたりと
それぞれ一人一人のペースで好きなように
過ごされています。入浴も毎日実施してお
り、本人様の希望に沿って入浴の声掛けを
しています。

運営推進会議の内容として、利用者とご家
族・地域の方（民生委員）の協力で年に2回
避難訓練を実施しています。また、地域の
方に協力頂く為に事前に事業所で作成した
避難訓練の計画書をお渡しし、意見や質問
を頂いています。協力して頂ける様に分かり
やす記載したシートも訓練時にお渡ししてい
ます。

年2回の訓練の内1回が消防立ち合いで、2回とも
運営推進会議と同日に行って地域の方にも参加し
てもらっている。消防からの反省レビューも会議中
に行うことで全員で情報を共有している。管理者が
地域防災訓練にも参加しており、協力者も近隣在
住ですぐに来てもらうことができる。備蓄物も確保し
ており、入居者ごとの避難手順もゼッケンなどを
使って、見てわかるようにしている。

職員は、居室訪室時には必ずノックや声掛
けをしてプライバシーを守り、居室内に置か
れているオムツ等も見えないように工夫して
いる。その方のプライドを傷つけない様に配
慮し、利用者一人ひとりの性格等に合わせ
た声かけや対応を行なっている。又、事務
所内の個人記録等は第三者の目につかな
いようにドアは常に閉め、窓ガラスにもシー
トで見えないように工夫している。

個別対応で、トイレの声掛けなどは周囲にも配慮し
て、相手の尊厳を尊重して働きかけ、必要があれ
ば同性介助にも対応している。毎年、接遇に関して
の研修を法人内で行っている。通信やお便りの写
真利用に関しても入居時に詳細に説明して書面で
同意を頂いており、情報管理、プライバシー保護に
関しても研修している。

契約時に看取りの介護についてをご家族に
説明して、同意書のサインと印鑑を頂いて
います。利用者の状態が変化したり、重度
化した場合はご家族・主治医・看護師・ス
タッフで話し合いを持ち、全員で意見を出し
合い今後の方針を決めています。看取り介
護についての同意書は利用者の状態の変
化により、その都度作成し、印鑑とサインを
頂いています。

事業所の指針はあるが、今までに看取りを行った
ことはなかった。入居時に希望を聞いて説明を行
い、重度化の際には改めて話し合いのうえ意思を
確認している。27年9月から提携医も変わり、24時
間対応が可能になった。対応が必要な際には系列
事業所とも情報共有して対応していく体制である。

今後のターミナルケアの受け入れに望んで、定
期的に外部研修や学習機会がもたれることが望
まれる。

緊急時の対応が含まれた、介護サービスマ
ニュアルを作成し、採用時に全職員に配布
している。又、地域の防災訓練での講習を
受けています。
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H27自己・外部評価表（ふれあい長住）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

42 （18） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

43 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

44 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

45 （19） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

46 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

47 （20） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

毎日入浴ができるように、準備をしていま
す。時間帯も出来るだけ本人様の希望に沿
うように配慮しています。長湯が好きな方が
いますので、ゆっくり入って頂いています。
入浴の声掛けも拒否のある方は無理には
行わず、時間を遅らせたり、スタッフを交代
する等で対応しています。

タイル張りの、三方向介助が出来る浴槽配置で、
開口も広くシャワーキャリーでも入りやすい。基本
的に週3.4回、昼前から夕方くらいまでの入浴対応
で、希望があれば毎日でも対応している。拒まれた
際も担当を変えたり、時間を変えて働きかけ、少な
くとも週2は入るようにしている。陰部清拭は毎日行
い、保清に努めている。

一人一人の排泄のパターンを排泄チェック
表を作成し把握しながら、それに合わせて、
トイレの声掛けや誘導を行っています。排泄
の支援に関しても、随時話し合いを行ってい
ます。汚染等排泄の失敗があった時も本人
が傷つかないようにさりげなく対応をしてい
ます。

入居者全員分のチェックシートがあり、自立した方
には後から聞き取って、過度には踏み込まずに自
分でできることは自分でしてもらっている。以前はト
イレの戸が開いている方もいたが、注意して、今は
必ず職員が閉めてプライバシー尊重に取り組むよ
うになった。状態を申し送りなどで話し合い、パット
汚染が減ってきた方の使用軽減などにも取り組ん
でいる。

毎日の食事は出来るだけ食物繊維が摂れ
るように野菜を多く使っています。牛乳の提
供も行っています。運動については散歩に
出掛けたり、ゲームや体操等で身体を動か
しています。

食べる量はスタッフが下膳する際に確認し
て記録に残しています。調理する時は30品
目のチェック表を活用して、バランスのいい
食事を提供出来るように配慮しています。
水分は毎食時と10時と15時・入浴後にお茶
やコーヒー等を提供しています。水分をあま
り取られない方はお好みの飲み物を提供し
たりしています。スポーツドリンク等の提供
も行っています。その他にも減塩食の提供
も行っています。

毎食後に歯磨きの声掛けを行い、自分で出
来ない方についてはスタッフが介助していま
す。夜間は義歯をお預かりして、ポリデント
等で消毒しています。

食事のメニューはスタッフの考えだけでな
く、利用者の意見も取り入れています。食事
の準備をスタッフだけがするのではなく、食
材切りや料理の盛り付けは利用者に手伝っ
て頂き、協力して食事も作っています。片付
けも一緒に食器を洗いや食器の拭き上げを
して頂き、協力して行っています。

メニュー、調理は持ち回りで職員が担当し、入居者
にも、米とぎや下ごしらえ、配下膳など出来ることを
手伝ってもらっている。1日で30品目の食材提供を
基本とし、バランスにも配慮している。職員も同じも
のを一緒に食事しており、要望が上がった際には
外食にも行っている。行事食や誕生日の対応もし
ており、個別の要望にも応えている。
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H27自己・外部評価表（ふれあい長住）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

48 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

49 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

50 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

51 （21） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

52 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

お金の管理については、本人様達の管理
能力を把握した上で又トラブルを防ぐ為、事
務所の金庫でお預かりしています。所持し
ていないことを気にされる方には、お預かり
している旨をその都度お伝えしています。買
い物で支払の際は本人様にお金を預けて
支払って頂く様にしています。

お薬については、処方された際に、薬剤師より詳
しい説明を受けています。説明を受けたお薬の
情報については申し送りノートに記載し、全ス
タッフが確認し、把握しています。処方箋につい
ても一人一人の情報を個別にファイルしていま
すので、すぐに確認することが出来ます。お薬の
準備については、スタッフがダブルチェックをす
ることで誤薬や飲み忘れがないように努めてい
ます。

予め日時を決めて、外出や外食の計画を立
てて実行していますが、天気のいい日は利
用者の希望に沿って、近くの公園やお地蔵
様参り・スーパー・喫茶店等にお連れしてい
ます。

年間行事として、法人系列と合同で年3回はバス俳
句などの外出レクを行っている。施設近くに公園も
あることで、花見や散歩など日常的に外出を行う。
月1回は何がしかの外出レクも単独で行い、買い物
や外食など、偏りのないように働きかけている。

役割としては日々の生活の中で、いろいろ
なお手伝いやレクリエーション等で、張り合
いや自信を持って日常生活が送れるように
支援しています。楽しみ事や気晴らしも、一
人一人の好みを把握して、レクリェーション
や外出の支援をしています。

日中は無理のない様に一人一人が自由にリビン
グで活動したり、居室で休まれたりしています。
無理をされる方や自分では休むことが出来ない
方に対しては、スタッフが休息するように促した
り、本人様の状態を見て、スタッフが居室にお連
れして休んで頂いています。夜間は照明や室温
を調整して、安心して休めるように努めていま
す。

8 (株)アール・ツーエス　



H27自己・外部評価表（ふれあい長住）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

53 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

54 （22） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

56 （23） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

57 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

内部はバリアフリーで高齢者の身体機能に
合わせた構造になっています。手すりや洗
面所の高さは低めに設定されており、手す
りは要所要所は設置されています。トイレも
車いすの方が使いやすいいように広めで両
方に手すりが付いており、安全面も配慮さ
れています。

リビングや二階の廊下にソファーやテーブ
ルを設置して、気の合った入居者様同士が
談笑したり、一人でくつろげるような環境を
作っています。

一人一人の部屋にはそれぞれ馴染みの物
を置く事で、過ごしやすい空間を作り、本人
様にとって居心地の良い場所になるように
工夫しています。

居室内はフローリングになっており、希望されれば
介護ベッドが備え付けられる。自宅からの持ち込み
も自由で、鏡台、タンス、テレビなどを持ち込んで、
レイアウトもその人にあった配置を考えて設置して
いる。日当たりもよく、日中は戸も開放して、清潔で
風通しも良かった。

毎年年賀状や暑中見舞い等はがきを一緒
に作成しています。はがきや手紙が届いた
場合は、本人様にお渡しし、必要な場合は
スタッフが代読しています。電話は自由に利
用して頂き、スムーズに電話が出来るように
スタッフがサポートしています。

リビングや廊下に季節の物を飾り、入居者
様に季節感を感じて頂いています。音に関
しては、テレビや音楽については、丁度いい
音量にその都度調整しています。不快な物
音は出来るだけ大きくならないように配慮し
ています。カレンダーはリビングやエレベー
ター横に設置し、利用者の皆様が見える様
にしています。日差しはカーテン等で対応し
ています。

玄関前にある花壇は季節折々の花を植え替えてお
り、調査時は柘榴の実がなって収穫も楽しまれて
いた。１階はリビングと居室、２階は７室の居室に
なっており、各フロアにトイレも２か所設置されてい
る。リビングも入居者全員とスタッフが集まっても十
分な広さがあり、ダイニングテーブルをつなげて１４
名ほど一緒に座ることも出来る。家族アンケートか
らフロアやトイレの装飾をやりかえ、華やかで明る
い感じになった。
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